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2018/07/08 

北浦和公民館 

ボーイスカウトさいたま第 202 団 

 

減災講座計画書 

きみも 減災(げんさい)マスターになろう！（いざという時のために！） 

Ver1.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■企画概要 

企画の目的 地域の子供たちの防災・減災に関する意識を高め、有事の際の自助スキルを身に付ける。 

また、ボーイスカウトの野外スキルノウハウと融合することにより、より実践的な体験を行う。 

日程 2018 年 7 月 15 日（日） 

時間 10:00~15:00 

場所 北浦和公民館 体育室 

対象 小学校１年生から６年生まで ※保護者同伴可（小学校３年生までは同伴必須） 

企画人数 40 名（ボーイスカウト含まず） 

予算 6,000 円（参加者 MAX の場合） 

参加費 一人あたり 150 円（保護者含む） 
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■タイムスケジュール 

 

 

■会場設営 

 

Time 7/15（日） 担当 準備事項・特記事項 場所

北浦和公民館集合 BS指導者

　会場設営 プロジェクタ・スクリーン、受付、給水 体育館

別表参照

受付開始 公民館

★開会 公民館、BS指導者 別表参照 体育館

★プログラム① 被災体験談 公民館、BS指導者

　東日本大震災　ごみ処理 　市役所職員

★プログラム② 防災クイズⅠ BS指導者 別表参照 （2階給湯室）

11:00 　地震で出来なくなるクイズ 　市ノ川（野辺） 湯沸かし（アルファ米・味噌汁分）準備

　災害時の連絡方法クイズ 　市ノ川（野辺） 諸橋・福水・工藤

　食べ物どうするクイズ 　市ノ川（野辺）

休憩（10分）

★プログラム③ 非常食体験 BS指導者 別表参照

　紙食器作り 　藤沢・菅原・河野

　アルファ米作り 　諸橋・工藤

昼食 アルファ米・味噌汁・ビスケット 体育館

配膳：公民館、BS指導者

★プログラム④ 防災クイズⅡ BS指導者 別表参照 体育館

　防災グッズ（知恵と工夫）クイズ 　野辺（市ノ川）

　災害時のトイレ○×クイズ 　野辺（市ノ川）

休憩（10分）

14:00 ★プログラム⑤ 防災グッツ体験 BS指導者 別表参照

　防災グッツ キムスゲーム 　藤沢

　役立つローピング 　諸橋・福水・石塚

　防災スリッパづくり 　野辺・菅原・河野

　簡易担架体験 　市ノ川・工藤・柳田副委員長

★閉会 公民館、BS指導者 減災マスター証交付 体育館

撤営 公民館、BS指導者 体育館
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・中央付近に子供たちの席（椅子ではなく、体育座り）を設け、両脇に保護者の席を設置する。 

・給水用のジャグジーを入口付近に設置し、いつでも飲めるようにする。（子供たちは、水筒持参） 

・受付は、受付終了時に撤去する。但し、机を残し、ボーイスカウト紹介資料を並べる（保護者閲覧用） 

 

■開会 式次第 

 

 

■プログラム①被災体験談 

プログラム概要 東日本大震災の体験談講話 

担当 さいたま市市役所 

プログラム内容 被災後の体験談、ごみ処理について 

時間 30 分程度 

準備物 ・プロジェクタ投影データ（CD-ROM） 

 

■プログラム②防災クイズⅠ 

プログラム概要 防災に関するクイズ 

担当 ボーイスカウトさいたま第 202 団 市ノ川（野辺） 

プログラム内容 ・地震が起きた時に使えなくなるものをクイズ形式で説明 

・家族との連絡方法をクイズ形式で説明 

・災害時の備えておく食べ物をクイズ形式で説明 

時間 20 分程度 

準備物 ・プロジェクタ用 PPT データ（画像を使って、イメージをつける） 

・「水と食料を備える」資料、「災害時連絡」資料、連絡カード（さいたま市）→全員配布 

Time 項目 セリフ 準備事項・特記事項 担当

開会 これより、君も減災マスターになろう！を始めます。 司会 工藤

最初に、北浦和公民館相馬様より、ご挨拶を頂います。

開会の挨拶 北浦和公民館 相馬様ご挨拶 北浦和公民館

相馬様

スタッフ紹介 今日のスタッフを紹介します。ボーイスカウトさいたま第202団 名簿準備 司会 工藤

市ノ川よりご紹介します。

北浦和公民館、市役所職員、ボーイスカウト指導者の紹介 市ノ川

本日の流れ 本日の流れを説明します。 スケジュール投影 司会　工藤

（スクリーンに映した大まかな流れを説明）

注意事項 今日の注意事項を説明します。 司会 工藤

館内案内（トイレ等）、保護者向け（携帯電話、喫煙等）

それでは、さっそく、減災マスターに向けて、始めましょう！

場をほぐすアイスブレイク 「手をたたこう」 野辺

これから私が指を何本か立てます。その数だけ拍手してください。

拍手のテンポはこんな感じです。（拍手するテンポを例示）

みんなの拍手が揃うと気持ちいいですよね。ぜひそろえて

いきましょう。では行きます。「ハイっ」

では、次は質問形式です。その数を拍手してください。

・犬の足の数は？

・おやつを食べる時間は？

・今日は何月？

10:00



p. 4 

 

・「災害時伝言ダイヤルの基本的使用方法」資料→全員配布 

・浦和区ガイドマップ→全員配布（一部、大宮区、南区） 

・さいたま市洪水ハザードマップ 

・さいたま市浸水（内水）ハザードマップ 

・さいたま市地震防災マップ 

 

■プログラム③非常食体験 

プログラム概要 紙で食器を作る、アルファ米による食事準備（デモ） 

担当 ボーイスカウトさいたま第 202 団 藤沢・石塚・工藤・諸橋 

プログラム内容 ・食器が無い事を想定して、身近にある紙で食器を作る。 

・避難所備蓄品のアルファ米の作り方をデモンストレーションする。 

時間 30 分程度 

準備物 ・プロジェクタ用 PPT データ（地震の時の部屋の状況、食器折り方） 

・チラシ（折る用）、ビニール袋、サランラップ 

・「紙食器の作り方」資料→全員配布 

・アルファ米（事前にお湯を沸かしておく） 

・ブルーシート（食事もブルーシートの上で） 

 

・食器、アルファ米が出来上がり次第、食事へ。 

・食事は、箸、お椀（ラップで包む）、ビスケットを準備。 

 

■プログラム④防災クイズⅡ 

プログラム概要 防災に関するクイズ 

担当 ボーイスカウトさいたま第 202 団 野辺（市ノ川） 

プログラム内容 ・物資が不足している時の工夫についてクイズ形式で説明する。 

・災害時のトイレについてクイズ形式で説明する。 

時間 20 分程度 

準備物 ・プロジェクタ用 PPT データ（学校備蓄品一覧） 

・「備蓄品例」資料、「災害時トイレ」資料 →全員配布 

・具体的なグッツを見せて、イメージをわかせる。 

 

■プログラム⑤防災クイズ体験 

プログラム概要 ゲーム感覚で、防災グッツや工夫したグッツを作成する。また必要な技能（ローピング）を習得

する。 

担当 ボーイスカウトさいたま第 202 団 全指導者 

プログラム内容 【キムスゲーム】 

 ドームテントに入っている防災グッツを覚えて書き出す。（備品は備品リストで記載） 

【ローピング】 

 役立つローピングを習得する。（本結び、巻き結び、八の字結び、もやい結び） 
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【スリッパ作成】 

 チラシでスリッパを作る。 

【負傷時体験】 

 簡易担架を体験する。 

時間 60 分程度 

準備物 ・ドームテント、防災グッツ一式、お絵かき帳、マジックペン 

・ローピング用ロープ、結び方シート 

・広告チラシ、折り方シート 

・竹（4 本）、毛布（2 枚） 

 

・4 グループに分かれて、それぞれ体験する。 

 

 

 

■閉会 式次第 

 

 

■備品リスト 

使用プログラム 備品名 個数 担当 

開会 パソコン 1 台 BS（市ノ川） 

電源延長ケーブル 1 本 公民館 

テーブル 2 つ 公民館 

ステージ

ジャグ

保

護

者

用

席

キムスArea ローピングArea

スリッパ作成Area

保

護

者

用

席

簡易担架体験Area

Time 項目 セリフ 準備事項・特記事項 担当

開会 これにて、君も減災マスターになろう！の閉会を行います。 司会 工藤

減災マスター授与 減災マスター証を授与します。ボーイスカウトさいたま第202団 BS202団

市ノ川より伝達します。 市ノ川

閉会の挨拶 ボーイスカウトさいたま第202団の団委員長　市ノ川より 司会　工藤

ご挨拶させて頂きます。 BS202団

市ノ川

終了 みんな減災マスターになりました。 司会 工藤

家でお母さんやお父さんとお話して、家族で減災が

できるように備えてください。

気を付けて、帰ってください。さようなら！

14:45
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スクリーン 1 台 公民館 

プロジェクタ 2 台 公民館 

マイク（通常マイク、ピンマイク）  公民館 

給水用ジャグ 1 個 BS 

紙コップ 数個 公民館 

麦茶 1 ケース BS 

プログラム① 説明用 CD 1 個  

   

プログラム② PPT データ - BS（市ノ川） 

「水と食料を備える」資料 人数分 公民館 

「災害時連絡」資料 人数分 公民館 

「災害時伝言ダイヤルの基本的使用方法」資料 人数分 公民館 

連絡カード（さいたま市用） 人数分 公民館 

浦和区ガイドブック（大宮区、南区） 人数分 公民館 

さいたま市洪水ハザードマップ 掲示用 公民館 

さいたま市浸水（内水）ハザードマップ 掲示用 公民館 

さいたま市地震防災マップ 掲示用 公民館 

プログラム③ PPT データ - BS（市ノ川） 

「紙食器の作り方」資料 人数分 公民館 

アルファ米（50 名分） 1 箱 公民館 

ヤカン あるだけ 公民館 

ポット あるだけ 公民館 

ブルーシート（大） 4 枚 BS（市ノ川） 

食器制作用チラシ 人数分+α BS（市ノ川・藤沢） 

ビニール袋（小） 人数分+α BS（市ノ川） 

サランラップ 2 本 BS（市ノ川） 

食事 箸 人数分+α 公民館 

お椀 人数分+α 公民館 

ビスケット 人数分 公民館 

プログラム④ PPT データ - BS（市ノ川） 

「備蓄品例」資料 人数分 公民館 

「災害時トイレ」資料 人数分 公民館 

役立つものカード 人数分 BS（野辺） 

プログラム⑤ 【キムス】 ヘッドライト 1 個 BS（藤沢） 

【キムス】 新聞紙 1 セット（朝刊） BS（市ノ川） 

【キムス】 簡易トイレ 1 個 BS（市ノ川） 

【キムス】 ロープ 1 本 BS（市ノ川） 

【キムス】 ごみ袋 1 袋 BS（市ノ川） 



p. 7 

 

【キムス】 サランラップ 1 個 BS（市ノ川） 

【キムス】 汗ふきシート 1 個 BS（市ノ川） 

【キムス】 ドームテント 1 張 BS（市ノ川） 

【キムス】 カセットコンロ 1 個 BS（市ノ川） 

【キムス】 水（ペットボトル） 1 本 公民館 

【キムス】 リュックサック 1 個 BS（市ノ川） 

【キムス】 ポンチョ（雨具） 1 個 BS（市ノ川） 

【キムス】 携帯ラジオ 1 個 BS（市ノ川） 

【キムス】 お絵かき帳 1 冊 BS（藤沢） 

【キムス】 マジックペン 数本 BS（藤沢） 

【ロープ】 練習用ロープ 5 組 BS（市ノ川） 

【ロープ】 ザイル 1 本 BS（市ノ川） 

【ロープ】 結び方シート 人数分 公民館 

【スリッパ】 広告チラシ 人数分 BS（市ノ川・藤沢） 

【スリッパ】 折り方シート 人数分 公民館 

【担架】 竹 4 本 BS（市ノ川） 

【担架】 毛布 2 枚 公民館 

閉会 減災マスター証 人数分 BS（市ノ川） 

ボーイスカウト紹介資料一式（保護者向け） 人数分 BS（市ノ川） 

 

■役割分担（ボーイスカウト 10 名） 

 役割 備考 

北浦和公民館 相馬様 企画窓口、開会挨拶、安全管理  

さいたま市  プログラム講師（①）  

ボーイスカウト 市ノ川 武志 企画窓口、プログラム講師（②，④） 担架担当 

野辺 哲也 アイスブレイク、プログラム講師（②，④） 担架担当 

藤沢 直哉 プログラム講師（③） 紙担当、キムス担当 

石塚 俊輝 プログラム講師（⑤） 昼食、ロープ担当 

工藤 靖弘 司会担当 プログラム支援 アルファ米担当、担架担当 

諸橋 康二 プログラム支援 昼食、ロープ担当 

福水 晃 プログラム支援 昼食、ロープ担当 

菅原さん プログラム支援 昼食、スリッパ担当 

河野さん プログラム支援 昼食、スリッパ担当 

柳田 秀一 プログラム支援 昼食、担架担当 

 

■参加スカウト（3 名） 

所属隊 名前 学年 参加 不参加 備考 

BVS 隊 花井 智哉（はない ともや） 小学 1 年生  ●  
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双木 怜（なみき れい） 小学 2 年生  ●  

CS 隊 河野 琢司（こうの たくじ） 小学 3 年生 ●   

松下 雄汰（まつした ゆた） 小学４年生  ●  

山﨑 祐慶（やました ゆろみち） 小学４年生  ●  

菅原 帆夏（すがわら ほのか） 小学４年生 ●   

BS 隊 松下 夢亜 小学６年生  ●  

 

- 野辺 智己（のべ ともき） 小学 2 年生  ●  

 


